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8.1 
我孫子市役所企画財政卸広領広鴫原

• 
捨
て 1;

る
ごい
み!
見
直
す !
4ミ;ず，、 4

ご
み
減
量

え帯、、.. 
ゴ
ミ
は
包
日
の
生
活
の
中
で
、
無
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
で
す
。
し
か
し
、
く
ふ
う
次
第
で
コ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
は
で

き
ま
す
.
例
え
ば
、
「
ゴ
ミ
」
を
「
五
美
L
と
雷
い
変
え
る
と
、
き

れ
い
に
正
し
く
分
別
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
り
ま
せ
ん

か
。
正
し
く
分
別
す
る
こ
と
ガ
、
コ
ミ
の
減
置
や
再
資
源
化
巳

も
つ
怠
ガ
り
ま
す
。
4

フ
目
、
大
き
な
社
会
問
題
の
一
っ
と
怠
っ

て
い
る
ゴ
ミ
巴
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん

か。

H
生
活
環
炭
線
宮
(
町
町
)
0
0
1
5
H

ヨミ跡

第611原子伊シグ
zz-5W7zXデ*f/rJ~

日時:8月12日(日)正午開演

場所:市民会館ホール

司会:田代尚子(フジTVアナウンサー)

ゴ
ミ
は
、
人
目
的
増
加
だ
け
で

は
な
く
‘
社
会
情
勢
的
変
化
や
生

活
水
構
内
向
上
な
ど
に
よ
っ
て
年

々
附
加
し
て
い
ま
す
。

本
市
町
ゴ
ミ
の
排
出
最
も
.
資

源
化
事
業
内
始
ま
っ
た
昭
和
白
年

度
に
2
万
1
8
3
0
J
で
あ
っ
た

も
の
が
、
平
成
元
年
度
に
は
、

3

万
3
3
5
0
J
に
も
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
ニ
的
問
、
人
口
の
増
加
が

1
・
1
6
倍
で
あ
る
の
に
対
し
、

ゴ
ミ
の
排
出
髭
は
1

5

3
惜
と

い
う
高
い
仰
ぴ
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
近
年
の
好
景
気
に
よ

る
消
費
の
拡
大
や
使
い
冶
て
商
品

的
地
加
、
過
剰
包
装
な
ど
が
大
き

な
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

市
の
焼
却
能
力
は

す

で

巳

侭

界

に

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
で
、
可
燃
ゴ
、
、¥
不
燃
ゴ

ミ
、
資
源
、
有
害
ゴ
ミ
、
粗
大
ゴ

ミ
の

5
極
分
別
集
収
を
行
な
い
、

ゴ
ミ
円
減
量
化
、
資
源
的
再
利
用

若
者
の
夏
で
す
.
ロ
ッ
ク
で

す
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も

第
6
回
を
数
え
、
我
孫
子
は
も

と
よ
り
、
周
辺
の
ま
ち
の
ロ
ッ

ク
・
ポ

y
プ
ス
肉
強
力
な
カ
ン

フ
ル
剤
と
な
っ
て
い
ま
す
a

今
年
も
選
び
ぬ
か
れ
た
時
的

パ
ン
ド
が
熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
間
校
生
バ
ン
ド
、

女
性
バ
ン
ド
、
そ
し
て
プ
ロ
を

め
ざ
す
グ
ル
ー
プ

え
パ
リ
ノ
入
場
は
無
科

卯
年
夏
の
祭
典
を
お
殺
し
み
く

だ
さ
い
.

V
問
い
合
わ
せ
教
育
委
民
会

社
会
教
育
課
宮
(
お
)
1
1
5
1

円千位単移推の費理処みv
 

の
灰
が
践
り
ま
す
。
こ
の
灰
と
破

砕
処
理
施
般
で
破
砕
し
た
「
不
燃

ゴ
ミ
」
は
.
最
終
処
分
場
へ
運
ん

で
埋
め
立
て
て
い
ま
す
が
、
こ
の

最
終
処
分
場
は
、
他
市
に
あ
る
民

間
処
分
場
に
依
頼
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
し
か
も
、
今
後
、
新

た
な
般
終
処
分
坊
を
雌
保
す
る
こ

と
は
、
大
変
困
維
な
状
況
で
す
。

も
し
、
最
終
処
分
場
が
な
〈
な

巌
終
処
分
場
を
よ
り

、
市
内
は
い
た

長
<
使
う
た
め
に
も

る
所
に
コ
ミ
の
山
が
で
き
て
し
ま

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
さ
い
ま
す
。
今
あ
る
最
終
処
分
場
を

れ
た
ゴ
ミ
は
、
す
べ
て
燃
え
つ
き
よ
り
長
く
利
用
す
る
た
め
に
も
、

て
し
ま
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば

盤
量
に
し
て
約

ω分
の
1
く
ら
い
な
り
ま
せ
ん
。

使
、
}
人

aヤ
?
!
日
心

γ

4
b「!
h
・‘
... 、
‘
、
.
，
会
・
A

&
向
同
回
肱
川
岬

h
I
4
I
d
f
‘、.、，

、，

a
4
4
a
F二
.

分

に

相

当
し
ま
す
。

生
活
文
化
の
向
上
や
鹿
換
の
発
刻
す
る
ゴ
ミ
町
中
に
も
資
源
で
あ
古
紙
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
ゴ

展
に
伴
い
、
紙
の
用
途
は
多
様
化
る
紙
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ミ
の
減
量
化
と
と
も
に
故
現
な
森

L
、
消
費
量
も
酬
明
化
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
的
と
お
り
、
林
資
仰
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が

し
か
し
、
ニ
の
ニ
と
は
反
面
で
紙
は
再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
り
ま
す
。

森
林
氏
源
の
消
曲
目
や
紙
を
ゴ
ミ
と
し
い
紙
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
市
で
も
森
林
資
源
保
織
の
立
場

し
て
扱
っ
て
い
る
問
題
と
深
〈
か
古
紙
l
J
か
ら
約
8
5
0
.
e刊
の

か
・旬
、
現
在
、
企
庁
的
に
再
生
紙

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
焼
パ
ル
プ
が
作
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
使
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

れ
は
、
直
径
は
円
い
刊
の
立
木
初
本
ま
た
、
再
資
源
化
事
裁
を
促
進

を
進
め
て
い
ま
す
・

し
か
し
‘
昨
年
度
内
1
日
あ
た

り
の
『
可
燃
ゴ
ミ
」
の
量
は
、
前
・

5

V
す
で
に
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
焼
却
能
力
は
、
限
界
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

l
ν
の
ゴ
ミ
を
処
理
す

る
の
に
か
か
る
費
用
は
、
約
2
万

1
0
0
0
向
。
仮
に
、
市
民

一
人

あ
た
り
1
日
に
出
す
ゴ
ミ
の
並
を

ωサ
減
量
す
る
だ
け
で
‘
年
間
約

4
6
0
0
万
同
も
の
節
約
と
な
り

ま
す
。

Vごみ及び資環回収量の推移(単位トン)

¥¥  62年度 63年度 元年度

可燃ごみ 28，264 30，045 31，558 

不燃ごみ 1，585 1，602 1，792 

資 i原 5，285 5，835 7，005 

年度 ごみ処理費

62年l!f 656，071 

63年度 660，364 

元年度 714，914 

手賀沼花火犬舎に伴う変通規制
規制日時:8月4日(土)午後 6時から

9時(雨天の場合5日また

は18日に順延)

手
m
H
沼
沖
化
へ
の
願
い
を
込

め
、
今
年
も
、
我
孫
子
市
・
柏

市
、
沼
南
町
内
2
市
1
町
合
同

で
8
月
4
臼
(
土
)
午
後
7
時
か

ら
8
時

ω分
ま
で
.
手相
n
沼
花

火
大
会
を
開
似
し
ま
す
.

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
左
図
的

と
お
り
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
.
会
場
へ
は
‘
な
る
べ
く
電

車
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
合
(
臼
)
9
9
9
9
(
4

固
め
午
的
8
時
以
降
)
、
手
釘
泊

花
火
大
会
実
行
委
貝
会
包
(
位
)

3
1
3
1
、
商
工
観
光
課

す
る
た
め
、
市
で
は
み
な
さ
ん
の

資
源
回
収
団
体
(
自
治
会
や
子
供

会
な
ど
)
に
対
し
、
-
世
帯
当
た

リ
月

ω問
、
資
源
回
収
監
1
4
L
，

当
た
り
5
円
の
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
資
源
を
よ
り
多
〈
資

源
ス
テ
l
y
ョ
ン
に
出
し
、
奨
励

金
を
団
体
の
活
動
資
金
と
し

τ有

効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

3
ゴ
ミ
減
量
に
伴
う

E

ポ
ス
タ
ー
と
標
語

ご

み

減

量

を

呼

び

か

け

る

ポ

縦

に

使

用

鯖

番

号

を

明

記

ス
タ
ー
や
照
時
を
募
集
し
て
い
⑤
棟

崎

圏

緒

的

切

り

叩

月

幻

自

(
水
)

ま
す
u

V

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
自
作
の
圏
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
中

@

ポ

ス

タ

ー

傑

賠
(
5
点
以
内
て
住
所
、
氏
名
、
帥
2
2
6
4
生
活
環
境
保
総
務

V
規

格

四

y
切
版
画
用
紙
を
年
臥
師
、
学
校
名
ま
た
は
輸
業
、
電
係
含
(
山町
)
0
0
1
5

こ

の

広

報

紙

は

再

生

紙

を

使

用

し

て

い

ま

す
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国民健民f呆険加入者の皆さんへ

(C)' d男f

制組長汐多元信局舗を
市
国
民
健
成
保
険
で
は
.
市
医

師
会
的
協
力
に
よ
り
短
期
人
間
ド

y

ク
事
撲
を
行
い
ま
す
・
検
査
費

用
的

一
部
を
補
助
し
ま
す
の
で
、

対
象
と
な
る
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ

U
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

V
対
象

次
的
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
で
.
1
世
惜
に
つ
き
l
名

で
す
.

川
柏
歳
以
上
初
歳
未
満
(
防
級
以

上
で
隊
害
惚
定
を
受
け
て
い
る
方

は
除
く
)
の
国
民
位
脱
保
険
被
保

険
者
で
‘
加
入
肌
聞
が
l
年
以
上

週

道
路
交
通
法
の

E

一
部
が
改
正

一
9
一

初
仙
運
転
者
期
間
制
度

9
月
1
日
か
ら
道
路
交
通
法
迩
反
か
軽
微
な
違
反
(
合
計
占

的
一
一
聞
が
改
正
さ
れ
ま
す
@
そ
数
3
由
、
米
満
)
で
経
過
し
た
場
合

こ
で
、
新
設
さ
れ
る
初
心
運
転
は
、
再
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す

a

者
期
間
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。
〈
再
鼠
験
v

〈初
心
理
転
者
講
習
〉
『
初
心
述
転
者
勝
也
を
受
け
な

普
通
・
自
動
二
輪
ま
た
は
原
い
方
」
あ
る
い
は
「
締
明
白
は
受

付
免
許
の
取
得
後
1
年
間
は
、
け
た
が
、
残
り
の
初
心
運
転
者

初
心
運
転
者
間
聞
と
な
り
ま
す
。
朋
問
に
世帯
放
や
巡
反
を
し
た
」

ζ
の
川
に
交
通
事
故
や
述
反
に
場
合
、
合
計
点
数
が

3
点
以
上

よ
っ
て
合
計
点
数
が
3
点
以
上
で
す
と
再
試
験
を
受
け
な
け
れ

の
場
合
に
は
初
心
巡
転
者
締
切
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
再
試
験

的
受
線
対
象
に
な
り
ま
す
a

に
合
絡
し
な
い
と
免
時
が
取
り

受
四
附
は
強
制
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
消
き
れ
る
こ
と
に
主
リ
ま
す
。

ニ
の
蹴
出
を
受
け
、
餓
り
の
初
'
問
い
合
わ
せ
運
転
免
許
本

心
逆
転
者
期
間
を
無
事
故
、
無
部
8
0
4
7
2
(
刊

)
O
I
l
-

第786号

の
カ
(
平
成
元
年
4
月
l
日
ま
で

の
資
格
取
得
者
)

ω前
年
度
中
に
医
療
峨
関
に
か
か

ら
な
か

っ
た
方
(
歯
科
は
除
く
)

ω国
民
館
成
保
険
税
を
完
納
し
て

い
る
世
帯
に
属
し
て
い
る
方

ω短
期
人
間
ド

Y
7を
受
検
し
た

後、

3
年
以
上
経
過
し
て
い
る
方

ω短
期
人
間
ド
y
ク
実
施
時
に
加

療
中
で
な
い
方

V
受
検
期
間
叩
月
1
日
か
ら
平

成
3
年
Z
月
9
日
ま
で

曹
受
検
定
員

l
泊
2
日
コ
1
1

と
1
日
コ

l
ス
合
わ
せ
て
2
0
0

名
(
申
し
込
み
が
多
数
的
場
合
は

抽
選
)

-v
申
込
方
法
対
拍
車
世
帯
に
は
市

か
ら
申
初
手
続
き
の
通
知
を
行
い

ま
す
。
同
封
の
受
検
申
矧
曾
に
必

要
事
項
を
記
入
押
印
の
う
え
‘

8

月
四
日
(
土
・
必
渚
)ま
で
に
我
係

子
1
8
5
8
市
役
所
国
保
年
金
諜

給
付
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係

検

現

腎

尿

項

極
循
・
陥
帽
液

H

各

黒

血

肉

び

呆

器

能

υ

且

器

賠

償

問

叫

M
問

削

岐

川H

肝

い

L
F

計

呼

，

す

学

体

(

呆

能

・

涜

身

査

器

鴎

病

血

目

後

環

腎

機

・

パ

，

径

循

・

肝

法

u
h

各

・

呆

血

わ

び

系

管

、
7

・

B

及

器

時

的

病

制

円

測

吸

問

胆

尿

外

目

計

呼

・

・

階

項

体

(

系

能

'

科

目

身

査

器

機

能

以

内

検

査

内

容

「道路は大切にしましょう」

8月10日は道の日

ス

容

一
コ

内
一
日

査

一
l

検
↑

の
「
l

ク一

1

ツ
一
一

!
-
コ

z
r
-
:
 

B
l
-

ロ
u

田
区

H

-
q
a

人
一
泊

期
一

l

短
「

V

一

え
相
川に

院

院

院

所

料

開

医

医

医

療

内

機

院

科

科

科

診

院

M
H

師
団
即
席
山
山市
門
由
円
由
け
ふ
ロ
師
陣

ω町

医

治

内

蒔

野

北

尾

倉

記

宇

竹

佐

岡

湖

守

小

左

て

車

率

本

*

*

本

*

院

外

的

俣

病

形

野

街

全

館

し

干

院

仁

科

〈

孫

院

病

望

外

つ

我

病

伸

子

コ

院

子

会

古

辻

採

ピ

前

川

町

仁

和

高

枕

ア

科

我

院

宗

平

車

専

*

*

*

*

*

検

査

医

療

機

関

制

管

制

a
w
E目

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方
は
申
請
を

市
で
は
毎
年
9
月
に
尚
齢
者
の
必
要
事
項
を
記
入
押
印
の
う
え
市
届
か
な
い
方
は
、
高
齢
者
福
祉
謀

長
舟
を
祝
い
‘
敬
老
枕
金
と
祝
品
拍
子
品
川
尚
齢
者
探
祉
課
に
申
筒
し
て
ま
で
ζ

巡
絡
く
だ
さ
い
.

的
支
給
を
し
て
い
ま
す
。
支
給
対
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
昨
年
度
に

V
支
給
対
象
者

9
月
1
日
現
在

象
は
左
去
の
と
お
り
で
す
.
本
年
申
舗
し
て
い
る
方
は
、
新
た
に
申
で
市
内
に
引
き
続
き
5
か
月
以
上

皮
新
た
に
対
象
と
な
る
方
に
は
、
摘
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
@
蔚
住
し
、
左
表
に
該
当
す
る
方

申
稲
吉
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、

な

お

、

対

象

者

で
申
荷
密
輸
可
が

曹
申
締
期
限

8
月
日
日
(
水
)

融 老 視 金
@77携の方 10.000円

(姐1日元年9月2日から夫正2年9月)
までに生まれだ方

@糊の万 12，000円

日までに生まれ定方

@99鼠の方ー 20，000円

F23年即白から明治2刷用)
日までに生まれI三万

@80歳以上の方ー・。2，000円

告側年 慨1日以前に諒れた万)

だし関鏡、 99飯の万は除く

融 老 視 昌
@67鎮から79織の万

d治44引用T日から大正明2月)
日までに笠まれだ方

自由老祝昂の受箔開始年齢については、

包年7 歳ずつ引き上げ、平成5~かう叡

老祝白の受給対象年官官は70績から79織と

なります。

道
路
は
物
を
巡
ん
だ
り
、
歩

い
た
り
、
事
で
走
る
た
め
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

で
は
、
秘
た
ち
の
い
こ
い
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
.

8
月

ω日
は
道
路
の
目
。
私

た
ち
は
、
道
路
が
身
近
す
ぎ
て

そ
の
大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
・

こ
の
機
会
に
、
道
路
同
盟
要
性

を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
た
い

も
の
で
す
。;1…幽 (加者負担金l万円 50∞円

~I (紬科6万 7吋(検査科3万叩O円)
ー 補助金5万 770円11補助金 2万5卯O円

V
支
給
方
法
祝
口
問
は
名
地
区
担

当
の
民
生
委
只
が
直
接
お
届
け
し

ま
す
。
祝
金
は
銀
行
織
込
み
と
な

り
ま
す
の
で
・
口
座
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
鋭
行
口
座
を
設
け
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

老
人
柄
祉
係

高齢化社会に向け定

市民意向調査にご協力を

ま
た
、
市
街
化
捌
路
区
地
で
も

例
外
的
に
一
定
の
要
件
が
艶
え
ば

許
可
等
を
安
け
、
挫
築
す
る
こ
と

が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
許
可
等
を
受
け

た
建
築
物
で
あ
っ
て
も
持
可
を
安

け
た
者
以
外
が
、
そ
の
池
築
物
を

使
用
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
@
こ
れ
ら
の
制

限
は
、
建
築
物
の
柿
逃
が
簡
易
な

も
の
で
も
同
じ
で
す
。

市
街
化
網
野
区
械
の
土
地
建
物

を
売
買
し
ょ
‘
っ
と
す
る
時
や
雄
物

を
新
築
、
増
築
、
改
築
ま
た
は
用

途
変
更
を
す
る
時
は
、
事
前
に
建

築
指
砂
疎
に
ご
相
級
く
だ
さ
い
a

v問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

第
2
分
団
邦
銀
ン)
、第
3
分
団
(州側車
)か
優
勝

消

防

団

操

法

大

会

結

果

ま
し
た
。

@
小
型
ポ
ン
プ
の
部
俊
勝

-
m

2
分
間
、
私
優
勝
・
第
8
分
団
、

3
位
・
第
山
山
分
図

。
自
動
車
の
邸
優
勝
・
第
3
分

団
、
準
優
勝
第
幻
分
団

ま
た
、
各
部
門
で
優
勝
し
た
分

間
は
‘

7
月
日
日
に
松
戸
市
で
行

わ
れ
た
来
高
飾
支
部
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
2
分

間
は

4
位
、
第
3
分
団
は
6
位
と

な
り
ま
し
た
。

市街化調整区域の

建築などは許可等が必要です

h
F
3
位
に
入
賞
し
た
第
凶
分
団

問い合わせ 高齢者編祉課老人福祉係

市
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
向

け
た
「
市
民
意
向
肉
査
」
走
行
っ

て
い
ま
す
。
制
査
の
目
的
は
、

生
活
状
況
や
高
齢
化
社
会
に
向

け
た
意
様
、
施
策
内
製
蛍
等
を

把
躍
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

間
査
方
法
は

.
m歳
以
上
町

市
民
2
0
0
0
人
を
対
象
に
制

送
と
一
部
聞
き
取
り
で
行
っ
て

い
ま
す
。
調
査
対
拍
車
と
な
ら
れ

た
方
は
‘

8
月

m固
ま
で
に
回

答
し
て
く
だ
さ
る
よ
、
フ
こ
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
無
紙
片
む
市
街
化
を

防
止
し
‘
計
画
的
な
市
街
化
を
図

る
た
め
昭
和
拓
年
か
・
旬
、
市
内
を

市
街
化
区
域
と
市
街
化
綱
箆
区
域

に
区
分
し
て
い
ま
す
。
市
街
化
区

域
は
、
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市

街
化
を
す
る
区
成
で
す
。
ま
た
、
市

街
化
調
盤
区
域
は
、
市
街
化
を
抑

制
す
べ
き
区
域
で
、
原
則
と
し
て

次
の
行
為
が
都
市
計
図
法
で
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。

川
建
築
物
の
新
築
、
同
哨
築
等
円
強

築
行
為

ω建
築
物
の
建
築
を
目
的
と
し
た

土
地
的
造
成
(
開
発
行
為
)

ω建
築
物
の
使
用
自
的
を
変
更
す

る
行
為

6
月
例
日
(
日
)
、
日
本
電
気
我

弘
子
事
業
場
の
駐
車
場
で
、
市
内

消
防
団
に
よ
る
消
防
掠
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
.

各
分
団
で
は
、
こ
の
自
の
た
め

に
約
1
か
月
問
、
小
学
校
の
校
庭

な
ど
に
拠
ま
り
毎
晩
2
時
間
ほ
ど

の
径
練
閣
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
練
習
成
果
を
競
い
合
っ
た
大

会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
2

分
団
が

9
年
連
続
的
優
勝
と
な
り

母

子

家

庭

の

医

療

費

を

助

成

母
子
家
庭
内
母
線
お
よ
び
時
歳

未
尚
の
児
在
h

父
母
の
い
な
い
児

窟
を
含
む
)
に
対
し
て
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
.
病
気
や

ケ
カ
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
方

は
‘
忘
れ
ず
に
児
宜
保
育
課
へ
申

紡
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
前
年
度
の
所
得
税
が

非
源
税
の
世
間
m
に
限
り
ま
す
.

曹
助
成
額
保
険
制
度
が
迎
用
さ

れ
る
保
険
医
療
曲
目
、
歯
科
治
療
賀
、

側
削
質
的
自
己
負
担
額
か
ら
次
の

額
を
除
い
た
額

*
入
院

1
日
に
つ
き
3
0
0
円

本
通
院
・
1
か
月
に
つ
き
1
0
0

0
円

*
飼
剤
・
:
1
か
月
に
つ
き
1
0
0

0
同

V
問
い
合
わ
せ
児
意
保
有
線
児

怠
家
庭
係

312 
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受
け
ま
し
ょ
う
.

4

司
官

児

相

餓

日

程

81 8l s 闘{月(月 { 月
さ盟 主 21 主 7

日臼 臼日

e 9・15-9・45(蝕当児) 畳
• 9 : 45-10 : 30 

(そ同地相叫町ゐる方) 付

e"l'成 2lf.・4月生まれ(;品加がい与ます) 対

.0-6品(組組問ある方) It 

-
m
6か
月
一
児
憧
庫
膨
壷

1
成
半
の
頃
は
‘
自
立
心
も
め

ば
え
器
本
的
な
生
活
問
川
崎
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
大
切
な
時
期
で
す
.

佐e?
主藤ち ブ
季 大が

員祈日好
s zき
同 'υ

は 肩 し 母親級学 -<} お こ あ 月
休りわ の
み腰せ

すまし 痛教室 級学

匿 圃
健
全
に
育
て
て
い
〈
た
め
に
、
も

う
一
度
母
純
.
父
続
的
役
割
を
み

つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
.

政
当
月
に
受
け
ら
れ
な
か
勺
た

方
も
ご
利
用
〈
だ
さ
い
.

V
持
参

母
子
飽
山
相
手
帳
、
山
岡

ラ
ン
(
大
人

・
子
供
用
各
1
本)、

間
信
小
(
袈
而
屯
忌
れ
ず
に
記
入
)

4
『

1
雌
6
か
月
兜
健
康
惨
査
日
程

8 月凶10日 8 月(剣3 日 岡田

9 : 15-11 : 00 時間

から 平出
か昭
ら相 阪

31 元 15 64 
日年 日年

当

生tまL H 1l 6 
生草 月l 

Il 1 児
日 日

精
神
衛
生
相
談

い
ら
い
ら
す
る
、
眠
れ
な
い
、

や
る
気
が
お
き
な
い
.
身
体
的
に

検
査
を
し
て
も
異
出
は
な
い
が
、

ど
こ
と
な
く
す
っ
き
り
し
な

い。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
ん
な

心
的
悩
み
を
持
っ
た
方
の
た
め
に

粉
神
衛
生
相
級
を
行
っ
て
い
ま
す
・

家庭児童相談室だより

非行のきざし、こんな時は要注意

相絞日 月~金曜日(午前10時~午後 4時)

公 (85) 1 1 1 1 内線352

心
的
持
ち
方
や
考
え
方
ひ
と
つ
で

ず
い

ぶ
ん
蛮
わ
る
も
の
で
す
.
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
気
般
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
.

マ
申
し
込
み

電
話
予
約
(
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

V
担
当
神
経
内
科
医
術
山
遺
郎

先
生

休日撤急歯科齢療所
市民会館内包(84)1311

(休日 ・祝日亙び日月 15日)

日曜 祝日などに，官、に曲が痛み

だした時などに ζ利用〈ださい.

砂受付時間 午前9時一 11時30分

砂持ちもの保険証

48E お
公ロ2、怯え

?亮;完と
雪平日?ん

1面かく 令}

弓ん よ ι

〈申
霊
・1
綴

2
ガ
局
〉

匂

刀

の

み

刀

ぽ申

野

美

香

ちゃん

カ
ラ
オ
ケ
で踊

る

の

開
明
も
子
も
解
放
さ
れ
た
気
分

に
な
り
や
す
い
夏
休
み
・
子
供

向
次
の
よ
-
フ
な
行
動
に
注
意
し
、

変
化
に
気
づ
い
た
時
は
気
後
に

家
庭
児
童
相
談
室
に
ご
相
裁
く

だ
さ
い
.
秘
密
を
守
っ
て
.
相

械
に
応
じ
て
い
ま
す
.
(
無
料
)

①
ヲ
そ
を
つ
い
た
り
、
そ
わ
そ

わ
し
て
硲
ち
活
き
が
な
く
な
る
・

②
金
使
い
が
荒
く
な
り
.
つ
り

銭
を
ご
ま
か
し
た
り
す
る
.

③
必
閣
官
以
上
に
服
援
や
俊
型
を

試
に
す
る
.

③
官
襲
使
い
が
荒
〈
な
り
、
純

に
反
抗
す
る
・+ 

献血に
ご協力を

健
康
メ
モ
⑫

-
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
、
耳
は
聞
こ
え
て
い
ま
す
か

生
ま
れ
つ
き
耳
の
問
』
」
え
が

悪
い
と
一
百
業
が
身
に
つ
か
ず
、

隠
し
が
で
き
な
い
子
供
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
.
こ
の
よ
う
な

生
ま
れ
つ
き
の
難
聴
は
1
万
人

の
出
生
に
対
し
て
紡
5
8
8
人

的
割
合
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
.
そ
の
原
悶
は
遺
伝
に
よ
る

も
の
と
か
、
母
統
的
胎
内
で
の

典
湖
、
出
拠
出
前
後
で
の
病
気
な

ど
概
4
で
す
.

2
歳
前
に
補
聴
慌
を
つ
け
て

曾
識
を
聞
き
と
る
訓
練
を
し
な

い
と
雷
識
が
身
に
つ
か
ず
、

一

生
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.
そ

の
よ
う
な
と
と
の
な
い
よ
う
早

〈
般
聴
を
発
見
す
る
、
』と
が
大

切
で
す
。

砂日時 8月10日(金)午

前 9時30分から午後 31時

30分(正午から午後 1時

までは休憩)

砂場所 市役所玄関西tl

'問い合わせ 厚生諜

柏
保
健
所
か
ら

市

柏

2

5

5

耳

目

円

相

談

窓

(

目
別

)
1

2

「

川

ド

い

川
ド
ト
け
い
い
けは

川
崎
岡
崎
忠
聞
な
2UA日

{
木
)
午
後
I

V
対
象

昭
和
臼
年
5
月
生
ま
れ

V
対

象

撃

形
外
科
的
な
心
配
的

(通
知

が

い

き

ま

す

)

あ

る
日
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

V
日
時

8
月
刊
品
目
(
火
)
受
付
午

V
場
所

泊
保
健
所

後
I
時
日
分
か
ら
2
時
日
分

曹
内
容

態
形
外
科
医
に
よ
る
絵

V
場
所

保

健

セ

ン

タ

ー

察

・
指
母
、
保
随
婦
に
よ
る
相
談

V
持
参

母
子
健
闘
叩
手
帳
、
幽
ブ

指
樽

ラ
y
、
尿

V
持
容

母
子
健
成
手
帳

赤
ち
ゃ
ん
の
耳
元
で
鍋
専
の
金
こ
の
病
気
は
幼
稚
聞
児
の
2
3

物
を
怖
で
強
〈
た
た
い
て
み
る
と
、

6
N
h
に
み
ら
れ
ま
す
.
特
に
カ
ゼ

正
常
な
ら
ま
ば
た
き
を
す
る
と
か
‘
を
U
い
た
後
な
と
に
聞
こ
え
が
悪

手
足
を
ピ

7
っ
か
せ
る
な
ど
の
反

く
な
っ
た
ら
耳
鼻
科
医
の
鈴
察
を

応
が
あ
り
ま
す
.

受

け
ま
し
ょ
う
。

k

t

 

・
4
1
5歳
児
に
多
〈
な
っ
た
治
・
見
落
と
さ
れ
や
す
い
片
耳
聾

%、出
性
中
耳
炎

l

|
お
た
ふ
〈
か
ぜ
に
注
愈
告

テ
レ
ビ
の
音
量
を
大
き
く
す
る
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
は

一
生
に
一
度

呼
ん
で
も
返
事
を
し
な
い
と
い
っ

は
か
か
る
病
気
で
あ
り
、
ウ
イ
ル

た
軽
い
維
聴
で
す
が
、
中
耳
の
中

に
は
炎
症
産
物
で
あ
る
嶋
市
出
泌
が

た
く
さ
ん
た
ま
っ
て
い
る
の
で
す
.

そ
の
た
め
に
元
気
が
な
い
、
イ

ラ
イ
ラ
す
る
、
お
こ
り
っ
ぽ
い
、

い
じ
め
る
な
ど
心
的
的
欠
に
な
る

の
で
す
.
放
っ
て
お
〈
と
中
段
皮

肉
雌
聴
や
真
珠
腫
へ
と
進
展
し
ま

す
.っ"c¥， ¥吾芳天〕

文悶置銀la
忘れ冨'1こ

育

児

相

談

赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
徒
3
1
4
か

月
に
も
な
る
と
表
情
も
盟
か
に
な

り
、
よ
く
笑
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
時

期
的
赤
ち
ゃ
ん
を
中
心
に
赤
ち
ゃ

ん
体
梯
走
行
っ
て

い
ま
す
.
手
足

を
よ
〈
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
母

さ
ん
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
赤
ち

ゃ
ん
の
成
長
を
す
ば
ら
し
い
も
の

に
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
内
容

身
体
制
洲
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
築
相
鋭
、
品
開
科
相
談
.

保
健
紛
の
相
阪
な
ど

出
札
児
M
間
給
は
母
子
他
勝
手
阪
の

無
料
券
(
3
i
6
か
月
用
、

9
1
U

か
月
用
)
を
利
用
し
、
医
療
機
関
で

ス
的
感
染
に
よ
る
こ
と
は
よ
〈
知

ら
れ
て
い
ま
す
.
し
か
し
、
こ
の

病
気
の
た
め
に
片
方
向
耳
が
聞
こ

え
な
く
な
る
(
片
耳
襲
)
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
・
今
ま

で
の
綱
盗
で
は
、

-
芳
人
が
お
た

ふ
〈
か
ぜ
に
か
か

っ
た
と
す
る
と

1
1
2
人
が
雌
開
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
.
残
念
な
こ
と
に
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
狂
犬

病
予
防
法
に
よ
っ
て
年
に
1
度
は

犬
同
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今

年
ま
だ
登
録
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で

狂
犬
病
的
子
防
注
射
を
受
け
、
犬

同
登
録
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
.

V
登
録
に
必
要
な
も
の

①
笠
録
料
Z
5
6
0
同

②
狂
犬
州
予
防
注
射
術
征

③
印
径

V
登
録
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

保
健
セ

ン
タ
ー

ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な

場
合
で
も
、
そ
れ
が

の
雌
叫
帽
の
た
め
に
本

り
の
人
も
気
づ
か
ず

し
て
し
ま
う
こ
と
が

っ
と
後
で
学
校
内
聴

自
分
で
屯
結
を
か
け

く
:
と
い
う
こ
と
に

し
た
が
っ
て
ど
の
程
度
の
訓
会

一

で
発
生
す
る
の
か
正
路
な
と
こ

戸

ろ
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
速

一

部
〈
両
耳
と
も
聞
こ
え
な
〈
な

一

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
.
お
た
ふ

国

く
か
ぜ
の
予
防
注
射
を
2
3
3
一

歳
で
受
け
て
予
防
す
る
こ
と
が

一

大
切
で
す
。
も
し
も
お
た
ふ
く

一

か
ぜ
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
d

片
耳
ず
つ
定
問
を
聞
か
せ
て
、

一

聞
こ
え
具
合
を
検
査
す
る
と
よ
E

い
で
し
ょ
、
ヲ
。

-

V
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

一

師
会
宮

(
m
m
)
5
5
2
5

EL
 

犬
を
飼
う
と
き
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

最
近
、
犬
に
よ
る
吹
仰
や
ム
ん

公
答
、
放
し
飼
い
な
ど
の
苦
情
が

地
え
て
い
ま
す
。
飼
い
主
的
方
は
、

犬
町
散
歩
中
町
排
便
向
後
仕
宋
を

す
る
こ
と
な
ど
、
犬
を
飼
う
と
き

の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
‘
他
人
に
述

岬
却
が
か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
‘ヮ。

犬
や
猶
は
勝
手
に

捨
て
な
い
で

犬
や
仲
畑
を
や
む
を
得
ず
飼
え
な

く
也
っ
た
場
合
に
は
、
勝
手
に
空

地
主
ど
に
捨
て
ず
、
新
し
い
飼
い

主
を
さ
が
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
.

も
し
、
新
し
い
飼
い
主
が
見
つ

か
り
な
い
よ
う
主
時
は
‘
毎
週
木

附
目
的
午
前
中
に
、
印
鑑
を
持
参

の
う
え
市
役
所
守
衛
窓
へ
辿
れ
て

〈
る
か
.
県
動
物
愛
園
田
セ
ン
タ
ー

宮
(
引

)
0
0
5
0
に
ご
相
帥酬
を
.

313 
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@
市
民
図
'

館

宮
(制
)
1
1
1
0

@

湖

在

罫

館

宮

(U)ヌ
δ
5
5

0
布
佐
分
間
岨

宮
(
閃
)
1
3
11

@

移

動

図

星

空

U〕

0

8

9

。.該j

ミ
二
一
ギ
ャ
ラ
リ
ー

湖

北

台

分

館

H
総
画

n

v作
品
・
作
者

セ
ン
ト
ポ

l
リ

ア
(
8
号
)
大
隣
さ
と
子
(
夫
王
台
)

ダ

γ
7
ス・

フ
ン
ト

(6
号
)
棚

田
田川
(
湖
北
台
)
‘
つ
く
し
見
つ

け
た

(
6
号
)
小
林
亜
由
美
(
湖

北
台
)
、
ペ

ル
シ
ア
の
盗
(
6号
)

川
回
実
(
湖
北
台
)
、
乳
し
ぼ
り

(
6
号
)
坂
巻
麻
衣
子
(
中
峠
)

布

佐

分

第786号

H
和
紙
ち
ぎ
り
総
H

V
作
品
・
作
者

虫
内
向
(
日
号
)

塚
本
純
子
(
繰
)・
仰
向
附
間

(ω

号
)
沌
図
ひ
な
代

(中
里
)、

立

秋

{
8
号
)
松
本
絹
枝

(恨
戸
)

圏
展
示
期
間
8
月
1
日
か
ら
ぬ

日
出
湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館

で
は
絵
問
、
写
真
、
都
道
帯
の
様

一
市
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
政
け
‘

市
民
の
み
な
さ
ん
に
無
料
で
開
放

し
て
い
ま
す
.
期
間
は
ー
か
月
.

展
示
ご
希
望
の
方
は
、
各
図
書
館

に
お
気
艇
に
ご
相
抜
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会

子
供
た
ち
に
品
目
し
い
絵
本
と
の

出
合
い
を
¥
健
や
か
な
成
長
を

と
い
う
思
い
を
こ
め
て
、
楽
し

い
お
は
な
し
ゃ
絵
本
内
説
み
附
か

せ
主
計
っ
て
い
ま
す
.

4
歳
か
ら
9
歳
〈
ら
い
の
チ
ピ

y
子
集
ま
れ
f

(詑)

館

(~書館:)8周のB号よか官

写
真
募
集

こ
の
制
に
叙
せ
る
写
真
を

捗
験
し
ま
す
.
テ

l
?
は
「
私

的
好
き
な
こ
の
場
所
、

こ
の

V

日

程

*
8
月
9
日
(
木
)
、
幻

自
(
木
)
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
部

屋

ホ

8
月
2
B
(木
)
、
同
日

(木
)市
民
会
館
第
4
会
餓
室

V
時
間

午
後
4
時
か
ら
4
時
ぬ

分

〈払の鱈き怠掴所〉手飼沼滋彦量1-*回・子〈遡~t台〉

r白鳥観予にパンクズを与えている人ガ回・的でした」

風
味
」
別
紙
に
住
所
、
氏
名
、

包
絡
番
号
.
山
由
彬
年
月
、
場
所
、

ひ
と
雷
を
明
記
し
、
我
郁
子
1

8
5
8
市
役
所
広
報
広
聡
課
へ

ど
う
ぞ

(滞
納
進
呈
)

寺

子
賀
沼
船
上
視
察

石
け
ん
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
の

ン
ン
ポ
ル
手
釘
沼
は
、
汚
浄
化
へ
の
早
急
な
対
策
が
望
ま
れ

染
度
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ

ン
で
あ
り
‘
て
い
ま
す
.

4

3

 

リ
ズ
ふ
にめっ
T
b
z
イ
プ
ア
向，
ヴ

司

uv

‘

‘

イ
プ
ア
y
プ
す
る
こ
と
.
そ
し

て、

年
齢
、
休
力
に
関
係
な
〈

で
き
、
家
庭
で
l
人
で
で
き
る

の
も
特
位
。

か
」
と
、
こ
の
会
を
指
噂

@
 

醐

γ
金一
ω
エ
同

し
て
い
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

岡
田
幸
子
さ
ん
は
い
う
.

昭
和
制
年
.
教
官
接
只
会
で

エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
鰐
輔
副
会
を
行
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
参
加
し
た
同
名
で

会
を
結
成
.
今
で
は
会
貝
も
同
唱
え

叫
名
!
日
叫
歳
か
ら
叫
成
ま
で
の
女

性
で
、
そ
町
ほ
と
ん
ど
が
家
嵯
の

主
婦
.

練
習
は
毎
週
金
曜
日
市
民
体
育

館
で
汗
を
流
す
.

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
「
有
抽
出
諜
巡

動
」
と
い
い

.
体
に
た
く
さ
ん
の

駿
紫
を
お
〈
り
、
血
液
の
循
環
を

良
〈
し
て
心
臓
や
肺
機
能
を
活
発

に
さ
せ
る
激
し
い

え
ポ

l
ソ
で
あ

る
@同桝刷

出
で
は
‘
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
に
ス
ロ
l
テ
ン
ポ
内
山
で
全

身
的
筋
肉
を
は
く
し
先
生
町
「
コ

l
』
と
い
う
か
け
戸
が
ア
リ
ー
ナ

に
噂
き
渡
る
と
ア
ソ
プ
テ
ン
ポ
向

山
が
流
れ
.

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
動

き
の
放
し
い
も
の
に
変
わ
る
。
そ

の
後
、
音
織
も
ソ
フ
ト
な
山
と
な

り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
.
ク

l
ル
ダ
ウ

@
@
@
G
o
e
o
@
@
 

山
間
生
活
保
で
‘
電
間
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

V
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
・
台
所
用

品
、
電
気
製
品
、
学
用
品
な
ど
主

と
し
て
日
用
雑
貨
待
の
耐
久
消
四

財
と
し
ま
す
。
衣
矧
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
被
い
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

.句文主主だよりは皆さんがつ〈るコーナ です.

締切は毎月 13日{必稲)0 1人l作に限リます.

応募先我孫子1858市役所広報広椅課

纏取

染谷呆 f圭選

広

げ

干

す

怖

の

匂

ひ

や

織

の

端

的

回

は

る

指
に
港
〈
包

帯

白

し

夜

の

秋

姪

間

八

寸

子

軒
雨
に
耳
慣
れ
て
つ
ゆ
半
ば
か
な
笠
谷
干
路
子

老
い
し
こ
と

互

に

雷

わ

じ

半

夏

生

野

口

こ
う

父
町
目
的
贈
る
座
精
子
に
よ
り
も
た
れ
綴
回
ま
さ

氾
べ
り
に
抜
ふ
ひ
と
び
と
行
々
子
瀬
戸
む
め

さ
み
だ
れ
に
利
織
は
濁
り
て
水
迅
し
岡
回
源
治

帰
国
せ
ば
す
で
に
実
憾
と
な
っ
に
け
り
三
谷
和
夫

待

問

入

り

の

紫

式

部

花

淋

し

山

崎

一回一

漫
然
と
生
き
て
ゐ
て
よ
し
合
歓
の
花
松
浦
白
梅

生

垣

に

抜

垂

れ

て

咲

き

即

閉

め

公

手

孝

嗣

病

床

に

ち

か

し

今

年

も

盆

踊

石

川

照

子

曜日 日 ステーション名 場 所 時間{午後}

，中 岬 中 時 亀田苔 公 聞 1 :30-2 : 10 

水 湖北 湖北 地 区公民館 2:20-2:50 
15 

新木野 あ ら き 野ストア誕 3 : 10-4∞ 
木

2 天 王 古 天 王 古 車 児 童公園 2 :∞-2 :50 

同 背 山古 柴崎台 4 号公国 3 :10-4:00 

金
3 久寺 家 久寺家あけぼの 公園 2 :00-2 :45 

げ つ<L野 車車ンョ γピングセンタ一事 3・∞-4・∞
水

8 布 佐 都 背 年 館 2:∞-2 :45 

22 布佐平和古 布 l主南近隣センター 3・∞-4 :00 

9 自 山 = 洋 電 機社宅 入 口 1 :40-2・20
木 並 本丸石 家 具駐 車場 2 :30-3 :00 

23 古 日1 古田池尻公聞 3 :20-4・∞
10 I IR P 中鈴木 ぶ ど う i也 前 2:00-2 ・40

ー一 日!4 つ <L野 草怠ンヨ ツピングセン1-裏 3 :∞-4 :凹

一

H
搬
り
ま
す
H

U

曹

有

料

で

*
双
子
周
乳
母
耶

今
、
何
を
な
す
べ
き
か
市
民
的

立

〈般
本
宮
(
的
}2
9
3

9
v

み
な
さ
ん
に
手
賀
沼
町
汚
染
の
現

h
H
織
っ
て
〈
だ
さ
い

H

状
を
知
っ
て
い
た
だ
〈
た
め
に
、

断

*
氾
チ
ピ
ア
ノ

〈鈴
木
宮
(
幻
)
5

「
石
け
ん
利
用
推
進
協
陵
会
」
で

N

4
8
7
v

は
、

石
け
ん
利
用
キ
々
ン
ベ

l
ン

肋

'
申
し
込
み

各
迎
絡
先
へ
直
接

的
一
環
と
し
て
船
上
か
ら
手
賀
沼

山

電
話
し
て
く
だ
さ
い
.
な
お
、
コ

の
視
察
を
行
い
ま
す
a

お
気
軽
に

…

l
ナ
l
掲
載
は
、
市
民
生
活
諜
消

ご
参
加
く
だ
さ
い
・

一

V
日
時

8
月
8
日
(
水
)
午
前

m
一

時
か
ら
正
午

I

V
豊
田
泊
所
中
央
公
民
館
会
議

一

室

m

v内
容

船
に
よ
る
手
賀
沼
及
び

一

周
辺
の
現
状
視
線

一

-
品
加
費

無
料

…

V
募
集
人
員

初
名
(
先
着
順
)

一

V
申
し
込
み

用地
慌
で
市
民
生
活

一

酬
請
質
生
活
係

へ

宮
(お
)
l
l
一

1
1内
線
3
2
9

====--zz==一========一-z===一Ez--一一一=三三=三一一一一

コ

ン
と
自
分
的
ベ
ー
ス
で
呼
吸
を
と

一

と
の
え
る
運
動
に
移
っ
て
い
く
.

市

「
こ
こ
に
来
て
踊
っ
て
い
る
と

配

気
分
も
良
〈
な
り
‘
気
持
ち
も
若

叫

湿
り
ま
す
」
と
、
心
地
良
い
汗
を

同

ふ
き
な
が
ら
笑
顔
で
絡
す
代
表
の

如

笹
原
さ
ん
・

一

霊

、
会
募
集
中
・
見
伎
町

一

方
も
ど
う
ぞ
。

ぼ

V
連
絡
先

笹
m
晶

子

宮
(剖
)
5

…

0
9
3

一

naE
F

…
 

IL
山
下
際
脳
・
開
d

一

-

h
F

一
緒
に
シ
ェ
イ
プ
ア
山

ツ
プ
し
ま
せ
ん
か

一

A
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
問
好
一

会
の
皆
さ
ん

山本覧太選

銃
も
ち
て
室
に
入
り
米
し
八
路
兵
何
処
に
老
ゆ
る
や

四
十
と
せ

を

経

由

瀬

戸

む

め

淡
有
と
留
し
問
リ
て
は
湾
曇
る
蒋
目
的
中
に
カ
ル
ミ

ア
の
咲
く

公

手

字
問

十
余
年
の
町
会
長
町
役
今
日
引
〈
に
心
安
け
〈
我
一

入

居

り

笈

川

吉

郎

織
と
せ
を
過
ぎ
て
ふ
る
さ
と
忘
ら
れ
ず
柴
猷
治
ま
ね

ぬ

指

染

ま

る

ま

で

搬

老

原

千

代

子

嫌
燭
の
小
き
き
光
を
一
つ
立
て
幼
き
わ
れ
の
父
と
祈

れ

り

三

谷

和

夫

目
線
な
る
制
的
散
歩
の
こ
の
径
側
映
さ
香

υ回
〈
様

ふ

大

杉

栄

一

慣
れ
の
λ
テ

I
ジ
に
立
ち

d
m九
。
を
ぱ
歌
ひ
終
れ

ば
拍
手
品

川

き

来

る

小

出

礼

子

篠
山
岬
を
焚
〈
赤
き
炎
に
和
す
ご
と
〈
説
経
と
太
政
御

盆
に

υぴ
く

奥

田

也

吏

江

無
事
生
れ
し
初
子
に
紛
ひ
て
座
り
ゐ
る
師
祉
の
や
さ
し

さ
母
の
固

な

ざ

し

鵬

場

千

鶴

子

六
段
的
合
奏
料
は
る
一
一
瞬
町
し
づ
け
さ
に
あ
り
て
想

U

さ

ま

ざ

ま

鈴

木

藤

枝
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参加しませんか

(5) 1990. 8. 1 

自治会訪問@

あ 建 世
る 設 代
街 な 交
並 ど 代
み も の

増 時
え 期、 O 

11 

変 ア自?
山fり)) 
東3
町L つdZb玄、

11 つ ト
に 」一一一一

手.~公'"

に
出
る
ん
で
す
が
、
動
的
人
が
多

い
の
で
増
備
や
後
片
付
け
何
回
は

な
か
な
か
出
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

若
い
人
は
共
働
き
の
方
も
多
い

で
す
し
、
ま
た
、
ア
パ

ー
ト
な
ど

人
的
出
入
り
が
撤
し
い
の
で
、
会

資
は
徴
収
し
て

ゆ

い

ま

せ

ん
a

何

街
か
あ
れ
ば
、
そ

初
皇
室
め
て

町

い
ま
す
。

町
会
全
体
で

の
活
動
は
、
福

祉
パ
ザ

l
へ
日

常
品
を
出
す
ほ

か
は
こ
れ
と
い

っ
て
あ
り
ま
せ

ん
。
活
動
は
主

日時 8月29日嗣午前 9時~午後 4時

に
各
組
の
中
で
行
っ
て
い
ま
す
.

背
は

n
あ
し
の
め
婦
人
全
作
と

い
う
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

今
は
号
フ
し
た
団
体
も
あ
り
ま
せ

ん
。
日
ω
‘
刊
年
前
か
ら
住
ん
で
い

る
人
た
ち
は
、
ち
ょ
う
ど
世
代
交

代
的
時
期
。
ま
た
、

U
と
り
住
ま

い
の
お
年
寄
り
も
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

路
上
駐
車
、
ゴ
ミ
内
出
し
方
、

地
区
内
の
炊
い
道
な
ど
問
題
も
多

い
ん
で
す
。

吋
柚
ち
稽
い
た
非
図
U
A

町
、
」
同
地

区
も
、
ア
パ
ー
ト
の
建
設
な
ど
が

増
え
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
盛

っ
て
き
て
い
ま
す
」

V
会

長

岡

田
孝
太
郎
白
山

1

内
ロ
の

3

め
?
で
r
似
し

bφ
品

去
る
五
月
末
に
附
悩
さ
れ
た

第
四
国
柳
田
園
男
ゆ
か
り
サ
ミ

ソ
ト
は
、
我
孫
子
市
と
利
根
町

を
会
場
と
し
、
二
日
間
に
わ
た

り
.
配
念
館
樹
、
国
際
y
ン
ポ

ジ
ウ
ム
.
郷
土
山
崎
フ
ェ
ア
‘
物

産
展
、
ビ
デ
オ
上
映
、
見
学
会

そ
し
て
首
長
会
織
と
多
彩
な
行

事
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
延
べ

一
七

O
O人
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
国
際
色
も
地
山
崎

性
も
盟
か
な
雰
聞
気
町
、
っ
ち
に

柳
田
悶
男
同
業
績
の
普
湿
性
が

強
調
さ
れ
、

そ
の
柳
田
の
仕
事

を
参
加
自
治
体
や
参
加
者
が
ど

う
受
け
つ
ぐ
か
を
め
ぐ
っ

て
、

地
械
に
般
を
お
ろ
し
た
報
告
や

真
剣
な
学
問
上
向
肘
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

き
て
、
内
外
に
反
特
を
よ
ん

だ
こ
の
柳
回
サ
ミ
y
ト
的
余
情

あ
る
、
ヲ
ち
に
.
米
る
八
月
十
九
日

(日
)
午
後

一
時
半
か
ら
市
民
会
館

で
市
史
的
緋
演
会
が
ひ
ら
か
れ
ま

す
.
今
年
で
第
十
七
回
を
む
か
え

ま
し
た
。

今
固
め
統
的
は
、
現
代

日
本
内
代
表
的
な
民
衆
史
家
で
あ

184 

熊
楠
、
伊
波
普
猷
、
都
国
貞
吉
を
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
開
花

し
た

「
民
間
学
」
(
在
野
の
学
)

の
英
雄
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
、

「
ど
う

す
れ
ば
人
聞
が
学
聞
の
主
人
公
と

な
リ
う
る
か
、
い
い

か
え
れ
ば
ふ

つ
う
の
市
民
が
学
問
へ
の
自
発
他

を
喚
起
さ
れ
持
続
し
、
そ
れ
に
よ

野
で
は
、
「
自
治
体
史
的
制
誠
に

お
け
る
近
年
の
傾
向
に
、

そ
れ
は

も
っ
と
も
よ
〈
あ
ら
わ
れ
て
い
る

従
来
と
も
す
れ
ば
専
門
家
に
委
託

さ
れ
、
市
長
室
の
装
飾
に
ひ
と
し

い
場
合
も
少
な
く
な
か

っ
た
自
治

体
史
的
編
纂
は
.

専
門
家
を
案
内

者
な
い
し
助
君
者
と
し
つ
つ
、
地

峨
住
民
の
大
底
的
参
加
を
え
、
そ

講
演
会「
地
域
史
と
世
界
史
」
ヘ

ー
柳
田
園
男
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト
を
ふ
ま
え
て
|

る
山崎
町
政
直
早
大
教
授

(
日
本
近
っ
て
既
存
の
学
問
を
点
検
す
る
気

代
史
)
で
、
隣
柿
タ
イ
ト
ル
は
「地

巡

を

た
か
的
、
さ
ら
に
学
問
的
新

城
史
と
世
界
史
」

で
す
。

し
い
枠
組
へ

の
途
を

υら
い
て
ゆ

教
授
の
若
替
の
ひ
と
つ
に
『
近
く
か
」
と
い
う
現
代
的
視
市
.
か
ら

代
日
本
町
民
間
学
」
(
岩
被
新
借
精
白
し
て
い
る
の
で
す
。

回
刊
)
が
あ
リ
ま

す

。

こ

の

本

で

そ

し
て
.
教
授
は
学
問
を
と
り

は
、
我
孫
子
市
ゆ
か
り
の
人
で
あ
戻
す
現
代
の
動
き
の
ひ
と
つ
と
し

る
柳
田
間
男
や
仰
宗
悦
を
は
じ
め

て
、
「
自
主一
的
な
学
習
活
動
の
商

高
群
逸
枝
、
津
田
左
右
吉、

南
方
ま
り
」
を
指
摘
し
、
取
史
学
的
分

絶
滅

鳥

島T
I -1 
印の
品骨
甲を
宅新
誓た
耳 Eこ
展
弓三

白
崎
町
博
物
館
で
は
、
好
評
だ

っ
た
特
別
企
画
展

「
巨
鳥
肉
歩

ん
ど
道
」
の
展
示
内
容
を
さ
ら

に
充
実
き
せ
‘
「
巨
内
崎
町
歩
ん

だ
道
バ

!
ト
2
」
と
し
て

ω月

初
日
(
日
)
ま
で
開
悩
州
問
を
延

あ

長
し
ま
し
れ
f
』。

今
国
新
た
に
加
わ

っ
た
展
示
の

目
玉
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
山
東
方

向
モ
l
リ
シ
ャ
ス
品
に

1
8
0
0

年
頃
ま
で
生
息
し
て
い
た
と
い
わ

れ
る
ド
l
ド
l

(ハ
ト
目
ド
!
ド

ー
科
)
の
大
腿
骨
と
顎

の
骨
。
全
持
骨
格
写
真

や
復
元
図
と
共
に
ど
ん

ぴ

『

<.... 

る
の
は
岡
田
孝
太
郎
さ
ん
e

町
会

内
仕
事
を
手
伝
、
フ
阿
国
さ
ん
の
奥

今
回
紹
介
す
る
白
山
東
町
会
は
、
さ
ん
に
町
会
を
紹
介
し
て
い
た
だ

我
孫
子
駅
南
口
か
ら
徒
歩
5
分
。

い
た
。

成
田
街
道
(
国
道
3
5
6号
)
を
左
「
毎
年
行
わ
れ
る
八
坂
神
社
内
祭

折
す
る
と
S
字
カ

1
プ
を
描
く
道
礼
に
は
会
か
ら
役
貝
が
お
手
伝
い

路
町
左
側
、
手
料
H
沼
を
望
む
高
台

一
帯
(
右
図
書
照
)
が
町
会
的
区

械
で
み
る
。

駅
に
近
い
ζ
と
で
、
こ
の
あ
た

り
は
早
く
か
ら
住
宅
地
と
し
て
開

け
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

現
在
、
会
貝
は
1
3
3
世
帯

(
日
組
可
こ
の
数
年
、

会
只
数
に

大
き
な
妥
化
は
な
い
。
会
民
的
ほ

と
ん
ど
は
、
動
的
人
だ
と
い
う
。

町
会
長
は
輪
番
制
で
、
1
年
交

代
が
原
則
。
今
年
、

会
長
を
務
的

な
烏
で
あ
っ
た
か
分
か
り
ゃ
す

〈
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
『
生
命
内
抑
制
惜
「
飛

べ
な
い
鳥
た
ち
の
卯
ヒ
を
サ
ブ

テ
l
?
に
.
エ
ピ
オ
ル
ニ
え
の

卯
の
レ
プ
リ
カ
に
災
際
に
触
れ

ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
や
、

y
ギ

ダ
チ
ョ
ウ
、
ペ

ン
ギ
ン
な
ど
の

卯
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
鳥
肉
博
物
館

宮

(
町
田

)
2
2
1
2

童
館
「
不
思
臓
の
国
の
ア
リ
ス
」

に
も
登
場
し
た
ド

t
ド
l
(
写

真
上
)
。
手
で
さ
わ
れ
る
工
ピ
オ

ル
ニ
ス
の
卵
。

ー，
<.... 

れ

あ

ぴ

今
号
は
柳
田
図
回
開
ゆ
か
リ
サ

ミ

y
ト
的
問
悩
に
合
わ
せ
、
特

集
を
組
ん
で
あ
り
ま
す
。
松
岡

文
雄
氏
と
鶴
見
和
子
氏
的
対
政

『
先
生
町
書
斎
、
叔
父
の
密
粛
」

を
は
じ
め
、
刊
行
初
周
年
を
迎

え
る
『
湖
北
村
岱
』
と
柳
田
学

の
つ
な
が
り
を
係
る
芳
賀
笠
氏

の
「
柳
田
国
仰
と
刈
北
村
総
」、

干
議
徳
M

剛
氏
の
続
減
録
ほ
か
を

『

丸，

あ

れ

れ

司、d

V
A
志
水
。

H
Z
 

ま
た
西
崎
定
生
、
下
海

谷
迷
男
両
氏
に
よ
る
古
代

相
馬
郡
-
鷲
飾
仰
を
係
る

対
日制
。
中
世
史
で
は
網
野

馨
彦
氏
の
議
泌
録
や
地
名
か
ら

戦
撲
を
追
っ
た
研
究
‘
近
世
近

現
代
で
は
赤
米
栽
培
か
ら
‘

明

治
初
年
内
貧
し
い
州
崎
氏
の
生
き

械
を
た
ど
る
研
究
ま
で
盟
荷
な

内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

市
内
協
力
書
脂
及
び
市
史
制

さ
ん
室
で
頒
布
中

(
A
5
判

3

8
0
尻、

-
8
0
0
円
)。
鮮
し

く
は
市
史
倒
さ
ん
宗
一
へ
。

柳
田
園
男
と
下
総
地
方

我
孫
子
市
史
研
究
M
号
刊
行

れ
自
体
が
学
部
活
動
と
し
て
行
わ

れ
る
場
合
が
ひ
ろ
が
っ
て
き
た
」

と
注
目
し
て
い
ま
す
。

そ
の
事
例
と
し
て
我
弥
子
の
市

史
づ
〈
リ
を
と
り
あ
げ
、
「
そ
こ

に
み
ら
れ
る
の
は
生
活
向
主
体
と

し
て
の
意
識
を
保
持
し
つ
つ
底
史

に
せ
ま
リ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
問

を
彼
岸
か
ら
此
岸
に
移
そ
、
ヲ
と
す

る
姿
勢
」
で
、
人
聞
が
学
問
的

主
人
公
と
な
リ
、
学
聞
を
み
ず

か
ら
の
も
の
と
し
て
と
り
戻
そ

う
と
す
る
.
現
代
的
具
体
的
な

試
み
と
み
て
い
ま
す
。

-}
の
『
近
代
日
本
町
民
間
学
』

が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
七
年
近

く
、
こ
の
間
‘
ゾ
述
、
東
欧
、

向
ド
イ
ツ
な
ど
を
中
心
に
、
世

界
は
大
き
〈
綿
れ
動
き
ま
し
た
。

そ
の
な
か
に
、
鹿
町
教
伎
は
こ

の
枝
、
長
則
的
出
外
留
学
か
ら

帰
国
し
ま
し
た
。

国
際
的
視
到
の
な
か
で
の
柳

田
町
普
遍
伯
が
強
制
附
さ
れ
.
柳

田
へ
の
関
心
が
、
地
域
に
綜
句

す
生
活
者
向
レ
ベ
ル
で
も
ひ
ろ

く
般
を
は
っ
た
こ
と
を
実
感
さ

せ
た
と
評
さ
れ
た
今
囲
内
柳
田

サ
ミ
y
ト
.
そ
の
主
他
地
の
市

史
づ
く
リ
が
招
き
、
そ
れ
に
応

え
る
鹿
野
教
授
の
「
地
成
史
と

世
界
史
」
は
、
手
ご
た
止
の
あ

る
講
，
酬
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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須
田
猛
さ
ん
が
最
優
秀
賞

第

5
回
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

手
賀
沼
再
生
の
願
い
を
込
的

問
川
崎
し
て

い
る
第
5
回
手
賀
沼

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
説
会
が

7
月
7
日
行
わ
れ
、

2
9
4凸
a

内
応
募
作
品
の
中
か
ら
須
図
鑑

あ

び

手し〈民際
1'¥今 ま た め に 市
沼 田 すめ 皆 見内
流 は 。 、 さ 学 的

ro!l:ク 施んし公 r'予三コ戸Iτ.... r.:ご百，aγ、~、
下 'J 設 に 、共 L:~ ;-r モ-t 1=1 区=-1 トー4
水 l 見知市施 仙U 巨ニ←長吉-I:';;l-~
i直ン 学つ内政 l -ー司 ・- 1
終セ 会 て 現 な
末ン を い状 ど
処 タ 開たをを
君 flliだ市 突

民 我着と T也 参，、 ~ 9 駅 ~~募曹 9 ~加l ま鉛 X!場
相孫)明 骨舌加 ガ 申 時 北集持量定時日〈参干 ) の

話芸毛?孝君手主 手事参長-t時主謀、 Z事在
7宜阜 、住*み 子L 所 f壬 :'2;t午~ . ; 判 玄 館 南

岨所 手~ !l施所 也 ・食 場内後月 前
す広孫月 段、 7間 fi 時 十若手 rL~ ~ お の手隣
1 墾子 15 是~.i午: 広間ぢ仕草時自 主t パ 賀 セ
t 仙 1 日学各 企ロ 叫 当 制l育 会経ス t召ン
ム~車 8 友会、て， わ こFfg) 選 322 にで(タ
へ疎 5 '!希年)せ 午係 主主午 ζ 回 i佐 l

市 8 必望齢に 前子 応前 参 リ 覧

さ
ん
(
阿
発
一
戸
)
の
「
納
」
が
最
優
秀

賞
に
醐
き
ま
し
た
.

そ
内
ほ
か
の
上
位
入
賞
者
は、

次
の
と
お
り
で
す
。
(
般
利
時
)

。
特
別
賞
山
崎
幸

二
流
山
市』、

礁
か
ず
お
{
沼
南
町
)
.
小
田
川
雅

則
(
沼
南
町
」

。
優
秀
賞
品
地
坂
五
尚
(
台
国
)
、

小
熊
忠
(
本
町
)
、
政
貧
栄
一

(白

井
町
)
.
山
崎
幸
一
、
須
田
鑑

入
選
作
品
は
、

8
月
3
日
か
ら

9
固
ま
で
天
王
台
北
近
隣
セ

ン
タ

ー
、

ω日
か
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第786号

平成2年ア月1日現在人口121，051人(+1，189人〉
男60 ， 86~人女印， 187人

*也平吾被38 ， ~6世情(+973世情〉

・市民団密館本館84-1110 湖北台

分館日7-3055 布佐分館89-1311

楊勧団富館87-0釦9

・都市改造事務所 85-1171
. ~雪体隠密者福祉センター 88-0141

・あらき 園 88-4188
・つつじ荘 88-0123
・生活環健課(浄化情)87-2379 

(コミ)87-∞15(し尿)88-2547
・布佐南近隣センタ 89-3740 
・天王台北近隣センター 82-9988
.湖北台市民センタ 88-9927 
・布佐市民センター 89-1193

-市役所本庁 85-1111
・つくし野支所 84一郎01
.湖北台支所 88-0828
.湖北 支 所 88-21竹
・布佐 支 所 89-2358
・毅宵霊員会 85ー竹51
.水道局 84-0111
・消防署 84-0119
.少年センタ 84-19∞ 

.保健センター 87-1131
・市民 会 館 84-3311
・申央公民館 82-0515
・胞の熔物館 85-2212
・市民体育館 87-'1155

務(()'ご

|塁J出量主主主品皇|
砂期間 10月21日(臼〉雨天の組事合

は28日〈日〉

1990， 8， 1 (6) 
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砂金網湖北台中央公園 砂受付期間 8月13日(同)-24日 会館、 28日〈金〉野田市中央公民館

惨出展・出后料 守区画 (間口約 〈金〕 いずれも午前10拘~午後3阿30分

2m) 3，α刃向、 電気コンセント 炉実施期間 9月10日〈同)-21白 砂対象乳幼児(0"1-5オ〉を賭

けe/!I)2.αぬ円 〈金).(主、日l'lIl臼は除く〉 つ観苓

砂申し込み田問い合わ世 8同31 砂費用 震剤鈍は自治会負但 砂肉寄手育てにl潤宣言る不安や悩

日〈金〉までに、産業まつり実行委

員会岡田宮(88)3ぽ旧へ

lgiprz通-JEl
惨臼時 8月9日〈木〉、 10日〈重量〉

午前9時から午後4時

惨楓所 我孫E子高等肢尚早守門限

惨申し込み・問い合わせ申し込 みについての相談

みは自治会単位とし、印鑑を符磐 惨申し込み問い合わぜ芭幼ほ

のうえ公園緑地課へ 図、 保育園、 市役所窓口にある申

問実lilB万法は道路からの徹子育とな し込み用紙に必要事項を配入し、

ります。

1野田市県民力レツジ|
惨定員旬名(先ロl耳〉 惨テーマ 高齢化託会に向かつて

砂申し込ゐ・問い合わせ 往復ハ 余暇時間のよりよい活用をめざす

ガキで、久寺家活84(7)1県立我孫予 砂期間 9月3日〈用)-竹月26日

高等砲門学校倉(84)84竹へ 〈月〉までの全10回(先祖1∞8)

|国民年金マスコット図案| :努一野田市北コミュニティー

惨作田内密 国民年会制度を広く 砂横座内容 文学歴史・ 自然科

県民に広報するうえで、視しみや 学等

すいイメージを与えるもの。 惨申し込み・問い合わ世 8月6

砂規定用紙1;;:85版、白草4色〈白 白から16巴の悶に電路で野田市教

をさむ)以内。自作未発表のちの。 膏蚤員会紅会敏育課6(23)3105

|線第合同盆踊り大会122百z-213?ぷ?21主日立除〈〉へ畠町宇田杭 l

時、帽の簡単 Ir書元をさわ搬畑」住鵬|
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砂問い合わぜ 彼爆者の会事佐谷宮

〈88)0716

|第11回芳林学生書展|
惨日時 8月3日〈金〉から5日

く白〉午前9聞から午後5筒 (5日

砂崩所市民会館 砂応募資格小学生以上の県内在

惨出昂資格 18歳以上の市内在住、佳在学在動 者

在学、在勤笥 砂応募方注・問い合わ世 保語は

砂作昂部門・線信津圏、日本画 ハガキ 1彼!こ1句、ポスターは4

(1o-50~)、彫刻j響。未発表作品 つ切程度の画用紙、{怪文は 4∞字

惨出昂奴出昆料 1人 1点に腹 話原崎用紙31曳以内とし、作畠に

る。 1，(回目円 郵便雷雲、住所、氏名(ふりガ芯〉、

砂応募方法 9月30日〈臼〉まで!こ 学生は学f沼、学年、学f研 7在旭

録IとべないホタルI赤いお月さ

まJ *体験談 本写民展

は午後4時まで〉。 応房用紙〈市役所本庁、各受所 を明記し、 9月3OB(白〉までに、

砂盟諸所市民会館 連絡所、教育費員会で配布〉で。 干260-91干葉市中央郵便局lL¥iI箱

炉問い合わせ湿辺n(88)7302 砂問い合わせ 鈴木官(82)α別 40~県企画部県民生活探県民運動

|湖北座会第8回講演会11要ち三寸J£S警| 時班醐72(23)22ωへ
砂テーマ手賀沼の水質と浄化 砂日時 8月2泊目C)D、29日〈水〉

惨日時 8月5日〈日〉午後2時 午前の部9時30分~午後O時30分、砂受信期間 8月31日〈金〉まで

砂羽島所上新本宵年館〈入湯煎料〉 午後の邸2時-5時 砂募集人員・資借男子約3∞ g

~!II師本偶駁之島町氏(干葉県水 砂内包 ワープロを使ってイラス 〈昭和お年4月2巴から48年4月

質保全研究所研究室長〉 ト入りの手絡を親子で作成 1日生まれで、大卒 来巷犬卒見

炉問い合わせ 廊悦fi(邸)2576 惨対設市内の小学4年生から6 込み含む〉 女子約308(昭利38

賢建養担老人ホーム| 牲の規却組制限料〉 年4月2目的4拝 4月由民

苑 の納涼大会 砂燭 所日本電気〈練〉我孫子鴎鰻 れ〉

砂日開 8月4日〈主〉午後68壱か弱 惨民験日 9月9巴〈臼〉

ら8時 惨申し込み問い合わせ 8月6 群しくは、我孫予審察留嘗務課E

砂内容盆踊り、嫌疑居怠ど多叡 日〈月〉から8巴〈水〉までに同社総 (82)0110か最寄りの~I 派出所へ

砂留所・問い合わせ符別i!l邸老 務課合同n(85)7021(午前9時 I ____.:.:..._~ I

人iT\ーム久遠~fi'(87)3141 正午〉へ

る
糊鳩山一一品鑑

8月10日〈金〉までに県教育庁社会

叡育課n0472(23)4072へ

1水 ~消貫生活相鋭ー市民抱』高室10 使い15 ∞

2木
。，年金柑麟=市民栂脳室10:∞-15∞
ザ健康相続・つつじを10∞-11:30

3金

4工 ぽ酒害伺E買ー芳市民tンヲ-9:30-竹:30

518l .K4，F箇白E婚幡R相当11醤邸R医=E曹寿圃目テ市・件民レ目ホセ阻ンン車車ヲサ砲ーー新1ビ0ス.価qト路1島4:司∞)9:((ト11:却

6月 6寸同TO市駐民E車阻ご蹟・と館・椙吊体E駁館慰田霊寿冊市市。つト民つ目セじ。]丑ン吋悼ヲ酋-週間釧9vλ町凪砲トの事闇1E5帽車・∞固E体!M菖日

7火 ζr遺律相邸E 市民棺脳室9∞Bら先ti103居座

8水 "消貫生活栂肢ー市民相E書室10∞-15∞

9木
<r宣記伺麟・市民4日直通室10庇ト12∞
~健康相麟Eつつじ荘10: !Xト竹 30

X((])金 ~不勘違栂殴f宮市民相談室10ω-15 ∞

XX主 四市役所防庁(一回の庖昆は除<:)

1218l 区v日曜当喬医田テレホンサービス
orll8l1U総量目・昨日問自t111阜商(市民主餅)9:0:ト11:3)

X3>月 wザ町O市1<民E過図ご事・と位酋抱相体殴段館・目保市v提民つ栂セつ勧ンじ珪ヲ室体ー10館9∞αト'T5Eの15∞聞・∞帽包体館

X4火
~法律相腕F宮市民4自邸室9 ∞nら先白103寝屋
e つつじを休館

X5氷 ιv消貫生活相股=市民相続室10∞-15∞

X6木
市年童相邸調市民4日t査室10∞-15∞
e憧庫相殴z つつじH11匝ト12:∞
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